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で、ラオスの KarnLai の内側における曲線は、タイに比べて丸与が大きいこと、 Bark Lai に関する曲線は、その計










口方向)の柱間の数が 3 である場合が 75%で最も多く、ホンクアン(奥行方向)の柱間の数は 4"'5 である場合が








結果、ラオスの Karn Lai の内側における曲線は、タイに比べて丸みが大きく、また Nhord Lai の上側における曲
線は、タイに比べて丸みが大きい。
以上のように、本論文はラオスの伝統的寺院建築の修復保存を実施して行く上で必要な形態上の特徴を、地域的に
隣接するタイ北中部の寺院建築の形態と明確に識別する要件を明らかにすることで提示しており、建築計画学、特に
建築形態工学の研究の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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